
(1） 第194 号 広 報 あ か い け 昭和54年3月1日 

1rn 毒長‘ 

発行所 赤池町役場 編集 総務課 文書広報係 ft（代表） 2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,472人 （増20) 

男 4,526人 （増12) 

女 4,946人 （増8) 

世帯数 2,955世帯（増3) 

出生 13人 転入 42人 

死亡 7人 転出 28人 

(54年1月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（一立米窯の第1回目の仕上げ製品を取り出す赤池連協・小松徹会長） 

 ノ 

まずト々の出来 Lがり 議競轟'L蕊鷲 

昨年12月5日、本町天郷地区に完成した「上野焼大型共同作業場」は、現在、訓練生50 

人でスタートしていますが、 2 月14日、初めての製品が一立米窯から赤池連協小松 

徹会長より取り出され、まず上々の製品の出来上がりとあって今後に期待がもたれていま 

す。同作業場は、地場産業の上野焼の特色を生かした陶板タイルを生産するほか、訓練生 

の将来の独立に備え、茶器や花器、つぽなどを作れるよう、陶芸の基礎技術を身につけさ 

せるため、県から委嘱された指導員が訓練生の指導にあたっています。 
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第
 

昭
和
四
十
八
年
、
赤
池
町
体
協
が
そ
 

の
組
織
と
運
営
を
抜
本
的
に
改
め
、
住
 

民
と
住
民
団
体
と
に
連
携
を
求
め
つ
つ
 

新
発
足
し
て
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

そ
の
間
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
年
 

々
め
ざ
ま
し
く
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
住
民
諸
団
体
の
積
 

二
つ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
ー
つ
は
、
団
体
と
し
て
の
体
協
 

に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
か
。
も
う
ー
つ
 

は
住
民
お
よ
び
住
民
団
体
の
側
に
ど
ん
 

な
問
題
点
が
あ
る
の
か
、
で
あ
り
ま
す
。
 

第
一
の
点
で
は
、
町
内
で
催
さ
れ
て
 

い
る
体
育
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
の
殆
ん
ど
 

）
篇
「
夢
At
中 易
液
蕪
 

体
協
会
長
 
池
 
田
 
利
 
文
 

極
的
な
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

さ
て
、
今
後
の
一
層
の
躍
進
を
期
す
 

た
め
に
，
五
十
「
年
度
の
体
協
活
動
を
 

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
き
、
大
別
し
て
 

が
体
協
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

本
当
に
体
協
が
主
催
団
体
に
ふ
さ
わ
し
 

い
主
体
性
を
も
っ
て
き
た
か
、
と
い
う
 

反
省
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
活
動
の
 

計
画
、
運
営
、
実
施
の
面
で
行
政
依
存
 

の
傾
向
が
多
分
に
あ
る
こ
と
タ
量
‘
直
に
一
 

認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
体
協
 

の
新
発
足
前
と
そ
の
後
を
み
る
と
き
、
 

活
動
の
量
と
質
に
大
き
な
差
違
が
あ
る
 

の
は
、
行
政
主
導
型
の
振
興
と
住
民
主
 

導
型
と
の
差
違
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

住
民
主
導
の
体
育
振
興
を
は
か
る
体
 

協
は
、
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
各
種
団
 

体
、
と
く
に
地
区
公
民
館
と
の
連
携
を
 

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
町
民
 

会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
五
年
、
 

町
民
の
利
用
度
は
年
々
増
大
し
、
 

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
 

し
て
住
民
生
活
と
の
結
び
つ
き
を
 

ま
す
ま
す
強
め
て
い
ま
す
っ
 

五
十
三
年
の
利
用
状
況
春
書
理
 

日
誌
か
ら
集
計
す
れ
ば
、
別
表
の
 

と
お
り
で
す
っ
延
総
利
用
数
一
、
 

ニ
八
七
回
、
延
総
利
用
人
員
は
三
 

七
、
五
ニ
ニ
人
。
前
年
よ
り
回
数
 

で
三
十
四
回
、
人
員
は
三
、
四
ニ
 

八
人
上
廻
っ
て
い
ま
す
っ
 

さ
ら
に
利
用
状
況
を
目
的
別
に
 

み
ま
す
と
、
 

「
体
育
活
動
」
が
回
 

数
で
延
総
回
数
の
四
八
・
七
箸
、
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響
に
 

難
鱈
静
 

延ぺ37

. 

522人がつとっ ＼ 

人
員
で
も
延
総
人
員
の
三
六
・
一
 

計
で
前
年
に
つ
づ
き
第
一
位
、
体
 

育
活
動
の
振
興
が
着
実
に
前
進
し
 

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

利
用
の
時
間
帯
は
全
体
の
ニ
五
 

箸
程
度
が
昼
間
、
他
は
す
べ
て
夜
 

間
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
管
理
 

の
た
め
の
響
貝
の
夜
間
勤
務
の
負
 

担
は
、
昨
年
同
様
軽
減
さ
れ
て
い
 

ま
せ
ん
。
 

五
十
三
年
の
利
用
状
況
を
、
一
」
 

れ
か
ら
の
公
民
館
の
指
導
、
運
営
 

の
あ
り
方
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
 

す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
さ
 

れ
ま
す
。
（
こ
の
稿
、
公
民
館
発
）
 

「
一
一
一
一
一
」
一
一
一
一
 

主
要
な
問
題
点
 

盛
ん
な
体
育
活
動
 

総
体
的
に
は
、
公
民
館
が
基
本
的
な
 

方
針
と
す
る
「
体
育
・
文
化
活
動
を
土
 

台
と
し
、
住
民
お
よ
び
住
民
団
体
の
主
 

体
性
を
確
立
し
、
住
民
の
生
活
課
題
、
 

地
域
課
題
解
決
に
必
要
な
学
習
を
展
開
 

す
る
」
基
盤
培
養
は
、
一
応
そ
の
目
的
 

を
果
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
く
に
体
育
 

活
動
の
振
興
は
著
し
く
促
進
さ
れ
つ
つ
 

あ
り
、
そ
の
う
え
、
五
十
三
年
十
月
の
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
よ
る
施
設
 

条
件
の
改
善
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
拍
 

昭和53年 町民会館利用状況調（総括） 

密
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
 

現
在
の
競
技
中
心
の
各
種
大
会
を
住
民
 

サ
イ
ト
で
民
主
的
、
組
織
的
に
日
常
活
 

動
の
場
に
移
す
方
向
に
努
力
す
べ
き
で
 

す
。
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ー
ー
 

ム
の
再
検
討
も
今
後
の
課
題
と
し
て
提
 
一 

起
さ
れ
ま
す
。
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町
公
民
館
で
は
、
町
内
の
青
少
 

年
健
全
育
成
の
た
め
、
次
の
と
お
 

り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
 

募
集
し
ま
す
。
申
込
み
は
 

所
定
の
用
紙
で
町
公
民
館
 

へ
、
締
切
り
は
三
月
末
日
。
 

〇
野
球
部
 
小
三
ー
小
六
 

の
男
子
の
み
。
 

〇
剣
道
部
 
小
一
ー
中
二
 

の
男
女
。
 

〇
バ
ド
、
II
ン
ト
ン
部
 
小
 

三
ー
中
三
の
男
女
。
 

〇
空
手
部
 
小
三
ー
小
六
 

の
男
女
。
 

〇
柔
道
部
 
小
三
ー
小
六
の
男
子
 

の
み
。
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嚢
嚢
嚢
嚢
舞
 

車
が
か
か
る
も
の
と
予
側
さ
れ
ま
す
。
 

従
っ
て
、
今
後
は
住
民
結
集
の
施
策
 

を
継
続
し
つ
つ
、
地
区
公
民
館
を
は
じ
 

め
と
す
る
住
民
諸
団
体
の
組
織
と
運
営
 

を
整
備
発
展
さ
せ
、
活
動
の
分
野
を
拡
 

大
し
て
新
し
い
学
習
課
題
を
提
起
し
て
 

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
 

熱
心
な
指
導
者
の
努
力
 

体
育
活
動
が
前
年
を
上
廻
っ
た
の
は
、
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
 

利
用
の
増
大
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
。
 

回
数
こ
そ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
若
干
少
 

い
が
、
利
用
人
員
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

を
抜
き
、
剣
道
に
次
い
で
第
二
位
と
な
 

目的別 区 分 
回 数 人 貝 

繊 延回数 率％ 延人H 率％ 

教
＊
・
学
級
 

生 花 28 344 12 
茶 道 25 549 22 
料 理 18 1.091 60 
老 人 大 学 13 821 63 

計 (1'1) 像l) 蚤§翻） 19:V (鶴) 

体

育

活

動

 

剣 道 182 5.772 32 
ノくドミントン 159 3.397 21 
ノぐレ一ボール 222 3.391 15 
体 協 関 係 50 830 17 
体ff指導委貝 13 151 12 

計 （離引 （籍：r ql爵1) （館】r (9) 

文
 
化
 
活
 
動
 

民 謡 45 1.165 26 

写 真 11 119 11 
尺 ハ 38 195 5 
音 楽 51 298 6 
吟 詠 29 389 13 

‘出 曲 1 40 40 
舞軍 土 芸 能 ' 41 10 
Fり 季 会 5 79 16 

計 (f費） q,：か ":g艶） (lダ ql) 

公
民
館
 

地区公民館 40 768 19 
町 公 民 館 27 1.370 51 
結 婚 式 22 1.251 5て 

計 c鵡) ( .J) 「：鶴P (18】引 傍る！ 
教
委
 

教有委貝会 (8) ,:r n・f掲】 唾I】 (28) 
学 校 関 係 ( ,) ( .引 （究る） (8】8) qr 

団
 
体
 
活
 
動
 

町 職 労 42 1.002 24 
商 エ 会 7 1.210 173 
消 防 1 60 60 
保 育 19j 32 933 29 
i皇 協 15 532 35 
こ ど も 会 18 523 29 
婦 人 会 14 270 19 

計 (I弱） I8!o (I:II8》 ql:P ( ) 

●め他 

町 行 政 34 2.7 5.580 14.9 164 
その他の団体 80 6.0 4.462 11.9 56 

合 計 コI：郷） 100.0 傍を躍か 100.0 唾3) 

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
け
で
も
 

賄
い
切
れ
な
い
状
態
で
、
ス
ポ
ー
ッ
普
 

及
の
地
域
的
偏
重
を
是
正
し
よ
う
に
も
、
 

ま
た
、
チ
ー
ム
数
 

を
ふ
や
し
て
も
、
 

施
設
利
用
の
時
間
 

帯
の
提
供
が
で
き
 

な
い
状
態
で
あ
リ
 

赤池町公民館 内は52年分 

れ
自
体
一
定
の
目
標
を
も
つ
も
の
で
あ
 

り
ま
す
が
、
目
的
の
す
べ
て
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
教
育
の
基
本
的
視
点
に
立
て
 

! 
i コー ノ、 小 ニ ハ ーb 且目 は と Jづ 二Jノ’ ! 

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は
競
技
そ
の
も
 

の
の
魅
力
や
誰
に
で
も
で
き
る
と
い
う
 

親
し
み
や
す
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
 

い
っ
て
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
指
導
者
の
 

熱
心
な
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
 

よ
う
で
す
。
 

剣
道
は
、
中
心
と
な
る
指
導
者
が
負
 

傷
、
長
期
入
院
と
い
っ
た
不
幸
に
見
舞
 

わ
れ
な
が
ら
も
、
開
館
以
来
の
ペ
ー
ス
 

を
守
っ
た
の
は
立
派
と
い
う
べ
き
で
す
。
 

パ
ン
ク
寸
前
の
大
ホ
ー
ル
 

町
民
会
館
、
と
く
に
体
育
館
と
し
て
 

使
用
し
て
い
る
大
ホ
ー
ル
の
利
用
は
飽
 

和
点
に
達
し
て
い
ま
す
。
剣
道
、
バ
レ
 

l
ノ
 

)
 

、」 

ハ「ノ 

指
導
者
の
育
成
と
研
修
 

自
主
的
な
団
体
活
動
の
消
長
は
、
団
 

体
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
左
 

右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
の
は
、
利
用
 

状
況
の
分
析
で
実
証
的
に
明
ら
か
な
と
 

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
共
 

に
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
失
わ
な
い
こ
と
 

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
指
 

導
者
の
育
成
と
指
導
性
培
養
向
上
の
た
 

め
の
研
究
、
研
修
活
動
は
不
可
欠
の
課
 

題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
活
動
が
不
充
分
 

な
場
合
、
新
た
な
指
導
者
は
育
た
な
い
 

し
、
指
導
者
で
あ
る
者
も
指
導
性
の
枯
 

喝
衰
耗
に
よ
っ
て
、
指
導
者
の
立
場
を
 

欲
し
い
町
民
総
合
体
育
館
 

団
体
活
動
 

指
導
者
の
育
成
が
急
務
 

ま
す
。
従
っ
て
、
 

本
格
的
、
総
合
的
な
町
民
体
育
館
の
建
 

設
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

今

後

 の

課

題

 

組
織
、
運
営
の
整
備
 

活
発
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
行
動
 

を
中
心
に
し
な
が
ら
育
成
さ
れ
て
い
る
 

地
区
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
諸
 

団
体
に
組
織
と
運
営
の
両
面
か
ら
自
発
 

的
に
整
備
す
る
こ
と
を
指
導
し
、
民
主
 

的
で
主
体
性
の
あ
る
団
体
へ
の
成
長
の
 

た
め
の
施
策
と
研
究
と
を
継
続
し
ま
す
。
 

活
動
の
多
様
化
は
か
れ
 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
は
、
そ
 

ば
広
汎
な
公
民
館
活
動
の
土
台
で
あ
リ
、
 

組
織
的
教
育
の
基
盤
構
築
の
手
段
と
み
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

構
築
さ
れ
た
土
台
の
上
に
は
生
涯
教
 

育
の
多
様
な
学
習
活
動
が
上
乗
せ
さ
れ
、
 

そ
れ
に
よ
っ
て
民
主
主
義
が
理
論
的
に
 

も
実
際
的
に
も
住
民
と
住
民
団
体
の
中
 

に
、
そ
し
て
地
域
に
定
着
し
、
住
民
福
 

祉
が
増
進
す
る
 

こ
こ
で
公
民
館
活
 

動
の
目
的
が
果
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

従
っ
て
、
土
台
部
分
の
構
築
が
進
む
 

に
見
合
っ
て
、
活
動
の
多
様
化
を
手
が
 

け
ら
れ
る
よ
う
指
導
と
計
画
を
研
究
す
 

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
 

離
れ
て
い
く
こ
と
 

に
な
り
、
団
体
活
 

動
は
衰
退
の
結
果
 

を
み
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

機
関
機
能
の
活
用
 

公
民
館
が
社
会
体
育
を
担
当
す
る
よ
 

う
に
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
協
議
会
、
 

体
育
指
導
委
員
等
の
行
政
機
関
を
は
じ
 

め
、
体
育
振
興
協
会
等
の
住
民
団
体
も
 

所
管
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
劣
弱
 

な
職
員
体
制
の
も
と
で
は
、
行
政
機
関
 

ば
か
リ
で
な
く
、
住
民
団
体
機
関
に
つ
 

い
て
も
充
分
に
尊
重
し
、
機
関
機
能
の
 

活
用
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
指
導
体
 

制
の
不
備
を
カ
バ
ー
し
、
諸
機
関
の
運
 

営
の
民
主
化
を
促
進
し
て
、
機
関
自
体
 

の
壁
肥
と
権
威
を
高
め
、
住
民
の
信
望
 

を
確
保
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

・ 

▼
「
人
間
の
身
体
っ
て
、
 

【
 

思
っ
た
よ
り
丈
夫
に
で
き
 

わm 

ているものですo

チピ 

”・ 

で
、
や
せ
っ
ぽ
ち
で
、
劣
 

フ
 

態
の
か
た
ま
り
み
た
い
 

な
私
で
し
た
が
、
人
生
が
楽
し
く
な
り
 

物
の
見
方
ま
で
す
べ
て
変
り
ま
し
た
」
 

と
語
っ
た
の
は
、
三
十
三
歳
の
家
庭
の
 

主
婦
で
走
り
は
じ
め
、
三
十
八
歳
の
七
 

十
四
年
に
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
に
見
 

事
優
勝
。
七
十
六
年
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
・
 

了
フ
ソ
ン
に
優
勝
。
 
一
昨
年
の
七
十
七
 

年
に
は
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
 

そ
れ
ぞ
れ
二
度
目
の
優
勝
を
し
た
ゴ
ー
 

マ
ン
・
美
智
子
さ
ん
と
い
う
米
人
の
奥
 

さ
ん
に
な
っ
て
い
る
日
本
女
性
の
言
葉
。
 

▼
 
「
日
本
の
女
性
の
方
々
も
、
 
一
つ
の
 

こ
と
に
打
ち
こ
み
、
自
主
性
を
持
つ
た
 

め
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
 

い
。
手
軽
で
、
闘
う
自
信
を
つ
け
、
ス
 

タ
イ
ル
を
よ
く
し
、
健
康
に
も
役
立
ち
 

ま
す
。
私
も
昔
み
た
い
に
記
録
に
が
つ
 

が
つ
せ
ず
、
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
 

な
が
ら
、
楽
し
く
一
生
涯
走
り
続
け
ま
 

す
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
 

▼
日
本
女
性
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
企
画
指
 

導
の
た
め
来
日
し
た
四
十
三
歳
の
彼
女
 

は、 

「
今
で
も
午
前
中
、
必
ず
走
り
ま
 

す
。
も
ち
ろ
ん
、
育
児
、
家
事
が
優
先
 

し
ま
す
が
」
と
控
え
目
に
語
る
。
彼
女
 

の
こ
の
短
か
い
言
葉
の
中
に
は
、
ス
ポ
 

ー
ツ
の
極
意
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
 

て
、
そ
の
背
後
に
は
多
く
の
汗
と
努
力
 

と
強
烈
な
意
志
が
読
み
と
れ
る
。
赤
池
 

の
奥
さ
ん
方
、
い
か
が
で
す
か
。
 

ま
た
、
機
関
構
成
員
は
例
外
な
く
指
 

導
者
で
あ
り
、
そ
の
研
修
に
つ
い
て
は
 

前
で
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

施
設
の
整
備
が
急
務
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
よ
り
、
 

施
設
の
整
備
は
著
し
く
進
ん
で
い
ま
す
。
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
最
大
の
課
 

題
は
専
門
施
設
と
し
て
の
町
民
体
育
館
 

の
建
設
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
利
 

用
状
況
の
分
析
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
 

す
。
と
く
に
最
近
の
行
政
指
導
に
よ
る
 

体
力
つ
く
り
、
健
康
つ
く
り
の
諸
活
動
 

は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
体
育
館
が
 

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
実
効
あ
る
運
動
と
 

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

次
は
、
活
動
の
多
一
化
を
す
す
め
る
 

場
合
、
学
習
手
段
と
し
で
の
視
聴
覚
器
 

材
の
整
備
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

外
部
講
師
に
多
額
の
経
費
を
要
し
、
適
 

任
者
の
選
択
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
実
 

情
の
中
で
、
映
像
を
通
し
て
の
問
題
の
 

提
起
と
理
解
は
、
今
日
で
は
常
と
う
的
 

手
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
解
決
に
は
高
い
政
治
判
断
 

と
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
 

に
対
し
て
は
、
ね
ば
り
強
く
問
題
を
提
 

起
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

一 

三

月

二

十

五

日

ー

 

ノー 

一 
春
の
園
芸
講
習
会
 

一 

？

ー

 
町
民
会
館
し
 

園
芸
同
好
会
の
四
季
会
が
町
公
民
館
 

と
共
催
で
、
三
月
二
十
五
日
午
前
十
時
 

か
ら
町
民
会
館
で
。
町
民
多
数
の
参
加
 

を
歓
迎
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。
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「
国
民
健
康
保
険
」
高
額
 

療
養
費
が
貸
付
ら
れ
ま
す
 

ー
低
所
得
者
で
支
払
い
困
難
な
方
ー
 

赤
池
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
高
額
・
 

な
医
痔
猫
貝
の
支
払
い
が
困
難
な
国
民
健
 

康
保
険
加
入
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
そ
 

の
医
療
費
支
払
い
の
た
め
の
資
金
を
貸
 

付
け
る
“
高
額
痔
寒
《
費
貸
付
制
度
〉
を
 

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
現
在
ー
力
月
の
医
療
 

費
の
自
己
負
担
（
三
割
）
が
、
三
万
九
 

千
円
を
超
え
た
場
合
、
高
額
遼
査
費
を
 

診
療
月
か
ら
約
ニ
力
月
後
に
支
給
し
て
 

い
ま
す
が
、
低
所
得
者
で
医
療
費
が
高
 

額
な
た
め
、
医
痔
一
関
へ
自
己
負
担
の
 

支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
約
ー
ー
 

力
月
後
に
支
給
さ
れ
る
高
額
嚢
変
費
を
 

担
保
に
無
利
子
で
、
医
療
費
の
支
払
い
 

に
必
要
な
資
金
を
診
療
月
後
す
ぐ
に
貸
 

付
け
る
制
度
で
す
。
 

対
象
者
 

一
、
赤
池
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
 

険
者
で
あ
る
こ
と
。
 

ニ
、
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
困
難
と
 

認
め
ら
れ
る
者
の
世
帯
主
で
あ
る
こ
 

と。 

三
、
本
町
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
住
 

所
ュ
ゲ
ェ
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

▽
貸
付
金
額
 ⑦

 
自
己
負
担
分
か
ら
三
万
九
千
円
を
 

差
し
引
い
た
額
の
九
十
智
以
内
、
但
 

し
三
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。
 

▽
貸
付
条
件
 

一
、
利
子
 

‘
無
利
子
 

二
、
償
還
方
法
 

当
該
高
額
痔
集
《
 

費
か
ら
一
括
償
還
 

※
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
貸
付
条
件
が
あ
 

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
 

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
（
窓
ロ
⑤
 

番
、
電
話
内
線
 25 

番
）
に
お
た
ず
ね
 

下
さ
い
。
 

印
鑑
登
録
の
切
替
え
は
 

お
す
み
で
す
か
 

‘
・
1
3
月
 31 

日

ま

て

に

ー

 

③
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
印
鑑
条
例
 

が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
印
鑑
登
録
さ
れ
 

て
い
る
方
の
切
替
え
期
間
が
五
十
四
年
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
 

③
登
録
替
え
期
間
が
終
っ
た
後
（
四
月
 

以
降
）
は
、
現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
 

方
で
も
新
規
登
録
に
な
り
ま
す
。
 

新
規
登
録
の
手
続
き
は
、
本
人
の
確
 

認
の
た
め
希
望
さ
れ
る
日
に
証
明
が
発
 

行
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
 

③
印
鑑
登
録
の
切
替
え
を
さ
れ
た
方
に
 

は
、
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
を
交
付
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

③
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
が
な
い
と
印
 

鑑
証
明
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
 

ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

③
代
理
人
が
印
鑑
証
明
書
の
申
請
を
さ
 

と
健
康
知
識
 

《
 

》r

‘
、
、
ノ
 

く
ノ
・
一
『
ロ
H
J

!
!
‘
一
【
Z

一

＼

 

く

！

 

、
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一
！
‘
 ‘

ー

【

 

一

〈

'

‘
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く

‘

 

，
、
‘
‘
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一
／
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ぐ
 

化
学
物
質
、
放
射
線
、
ウ
イ
ル
ス
 

伝
染
病
な
ど
は
外
か
ら
入
っ
て
き
た
 

強
盗
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
ガ
ン
は
 

家
族
の
中
に
道
楽
息
子
が
出
た
よ
う
な
 

も
の
で
、
自
分
の
正
常
細
胞
が
ガ
ン
細
 

胞
と
い
う
狂
っ
た
細
胞
に
変
化
し
、
そ
 

の
細
胞
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
、
大
切
な
 

“
家
”
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

こ
の
ガ
ン
細
胞
を
つ
く
る
原
因
と
し
 

て
は
①
化
学
物
質
 
②
放
射
線
 
③
ウ
 

イ
ル
ス
の
三
つ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

タ
ー
ル
か
ら
出
る
ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
と
か
、
 

食
品
の
殺
菌
に
使
わ
れ
る
A
F
2
や、 

食
べ
物
の
食
い
合
わ
せ
で
で
き
る
ニ
ト
 

ロ
ソ
化
合
物
は
、
い
ず
れ
も
発
ガ
ン
性
 

が
あ
リ
、
強
い
太
陽
光
線
や
医
療
に
使
 

う
X
線
に
も
放
射
線
が
あ
り
ま
す
。
ア
 

フ
リ
カ
に
多
い
バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ん
ぱ
腫
 

や
白
血
病
、
鼻
咽
頭
ガ
ン
や
子
宮
ガ
ン
 

な
ど
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
は
な
 

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
 

は
っ
き
り
と
は
つ
き
と
め
ら
れ
て
い
ま
 

せ
ん
。
 

ウ
イ
ル
ス
が
ガ
ン
の
原
因
だ
と
す
る
 

と
、
ガ
ン
は
感
染
す
る
の
で
は
な
い
か
 

と
い
う
疑
間
が
お
き
て
き
ま
す
が
、
ガ
 

ン
そ
の
も
の
は
ま
ず
感
染
し
ま
せ
ん
。
 

ガ
ン
患
者
に
接
す
る
医
師
や
看
護
婦
に
 

感
染
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

農
薬
や
着
色
剤
、
防
腐
剤
な
ど
の
食
 

品
添
加
物
、
ク
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
工
場
 

と
関
係
の
深
い
ガ
ン
な
ど
、
環
境
の
中
 

の
発
ガ
ン
物
質
が
次
か
ら
次
と
摘
発
さ
 

れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ
の
摂
取
 

や
使
用
を
で
き
る
だ
け
へ
ら
ザ
心
構
え
 

が
大
切
で
す
。
 

ワ
ー
フ
ビ
の
よ
う
な
天
然
の
食
べ
も
の
 

に
も
、
微
量
の
発
ガ
ン
物
質
が
み
つ
か
 

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
よ
く
ゆ
が
い
 

た
上
、
十
分
水
に
さ
ら
し
て
た
べ
る
な
 

ど
の
注
意
を
払
え
ば
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ガ
ン
を
防
ぐ
に
は
「
む
や
み
に
こ
わ
が
 

ら
な
い
。
し
か
し
、
あ
ぶ
な
い
も
の
は
で
 

き
る
だ
け
避
け
る
」
努
力
が
肝
要
で
す
。
 

れ
る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
 

と
代
理
人
の
印
（
認
印
で
も
可
）
を
持
 

参
下
さ
い
。
 

住
民
係
 

会
社
を
退
職
し
た
人
は
 

国
民
年
金
（
加
入
を
 

ー
 

20 
歳
ー
 60 
歳
未
満
ま
で
ー
ー
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
途
中
で
や
め
た
ら
 

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
ま
で
加
 

入
し
て
い
た
厚
生
年
金
な
ど
と
つ
な
が
 

り
、
将
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
 

応
じ
た
通
算
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
加
入
期
間
は
、
二
十
歳
以
上
六
 

十
歳
未
満
で
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
た
ら
、
す
ぐ
 

役
場
年
金
係
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
 

下
さ
い
。
そ
の
時
、
奥
さ
ん
が
ま
だ
国
 

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
一
」
 

一
緒
に
手
続
き
し
て
下
さ
い
。
 

保
険
料
は
四
月
か
ら
 

三
千
三
百
円
に
 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年
の
四
 

月
か
ら
ー
カ
月
に
つ
き
三
千
三
百
円
に
 

変
わ
り
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
が
ふ
 

え
続
け
て
い
く
の
と
、
物
価
上
昇
に
歩
 

調
を
合
わ
せ
て
年
金
額
が
毎
年
増
額
す
 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
家
系
に
胃
ガ
ン
が
多
 

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ガ
ン
は
遺
伝
す
る
 

の
で
は
な
い
か
と
疑
う
人
が
多
い
よ
う
 

で
す
。
し
か
し
ひ
と
つ
の
家
族
の
中
か
 

ら
ガ
ン
が
二
、
三
人
で
る
こ
と
は
よ
く
 

あ
り
ま
す
し
、
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
 

死
因
で
は
ガ
ン
が
脳
左
山
ー
や
心
臓
病
を
 

抜
い
て
三
人
に
一
人
は
ガ
ン
で
死
ぬ
の
 

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ガ
ン
は
遺
伝
す
 

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
も
し
ガ
ン
が
遺
 

伝
す
る
と
し
た
ら
、
遺
伝
子
が
ま
っ
た
 

く
同
じ
一
卵
性
双
生
児
が
そ
ろ
っ
て
ガ
 

ン
に
な
る
率
は
、
二
卵
性
双
生
児
に
比
 

べ
て
ず
っ
と
多
い
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
 

が
デ
ン
マ
ー
ク
で
約
七
千
組
の
双
生
児
 

る
の
で
、
国
の
負
担
金
も
多
く
し
ま
す
 

し
、
保
険
料
も
改
め
る
わ
け
で
す
。
 

皆
さ
ま
の
負
担
も
重
く
な
り
ま
す
が
、
 

よ
り
良
い
年
金
を
受
け
取
る
た
め
、
ご
・
 

協
力
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
係
 

飼
犬
の
放
し
飼
い
 

は
危
険
で
す
 

最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
や
野
犬
が
、
 

町
内
各
地
に
多
く
み
ら
れ
、
又
、
人
畜
 

に
咳
み
つ
い
た
と
い
う
事
故
が
多
発
し
 

て
お
り
、
苦
情
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
 

赤
池
町
飼
犬
取
締
条
例
で
は
、
飼
犬
 

の
放
し
飼
い
禁
止
、
犬
小
屋
等
は
常
に
 

清
潔
に
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

又
、
捨
て
犬
も
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
犬
を
運
動
の
た
め
散
歩
 

に
連
れ
出
す
場
合
、
咳
む
お
そ
れ
の
あ
 

る
犬
に
つ
い
て
は
、
ロ
輪
を
す
る
こ
と
 

は
勿
論
で
す
が
、
他
人
の
家
の
前
や
、
 

道
路
の
ま
ん
中
で
ク
ふ
ん
4

を
さ
せ
て
 

知
ら
ん
顔
を
し
て
行
く
人
が
い
ま
す
。
 

こ
ん
な
事
は
衛
生
上
よ
く
あ
り
ま
せ
 

ん
の
で
、
十
分
注
意
を
し
て
下
さ
い
。
 

畜
犬
登
録
は
毎
年
一
回
、
狂
犬
病
予
 

防
注
射
は
年
二
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

飼
犬
の
飼
育
を
や
め
る
と
き
は
、
役
 

場
衛
生
係
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

捨
犬
が
野
犬
に
な
り
ま
す
。
野
犬
の
 

捕
獲
は
、
毎
週
木
曜
日
に
田
川
保
健
所
 

が
行
な
い
ま
す
。
 

衛
生
係
 

、
，
ノ
 

J
 

を
調
べ
た
大
が
か
り
な
調
査
で
も
、
差
 

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

ガ
ン
そ
の
も
の
は
遺
伝
し
ま
せ
ん
が
、
 

ガ
ン
に
か
か
り
や
す
い
体
質
と
い
う
も
 

の
は
、
遺
伝
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
 

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
胃
ガ
 

ン
や
乳
ガ
ン
な
ど
は
同
じ
家
族
に
多
発
 

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
同
 

じ
屋
根
の
下
に
住
む
家
族
や
食
生
活
や
 

生
活
習
慣
も
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
こ
 

う
い
う
環
境
の
影
響
も
否
定
で
き
ま
せ
 

ん
。
体
質
と
環
境
の
ど
ち
ら
が
原
因
に
 

し
て
も
、
家
族
の
一
人
が
、
あ
る
ガ
ン
に
 

か
か
っ
た
ら
、
ほ
か
の
家
族
も
特
に
注
 

意
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

嚢
鷺
嚢
驚
轟
難
 

X
線
、
内
視
鏡
、
細
胞
診
 

ガ
ン
か
ど
う
か
を
診
断
す
る
に
は
、
 

X
線
撮
影
、
内
視
鏡
検
査
、
細
胞
診
な
 

ど
が
あ
り
ま
す
。
 

多
く
の
ガ
ン
を
調
べ
る
に
は
X
線
検
 

査
と
細
胞
診
が
行
わ
れ
ま
す
。
胃
ガ
ン
 

は
ま
ず
x
線
撮
影
、
子
宮
ガ
ン
は
頚
部
 

の
ス
メ
ア
を
採
取
す
る
細
胞
診
、
肺
ガ
 

ン
で
は
x
線
検
査
と
疲
の
細
胞
診
の
両
 

方
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
精
密
検
 

査
が
必
要
と
な
る
と
、
内
視
鏡
検
査
、
 

さ
ら
に
疑
わ
し
い
個
所
の
組
織
を
採
っ
 

て
き
て
ガ
ン
細
胞
か
ど
う
か
を
つ
き
と
 

め
る
生
検
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
総
合
 

検
査
の
結
果
、
最
終
的
な
診
断
が
下
さ
 

れ
ま
す
。
 

日
本
で
は
胃
な
ど
消
化
器
系
の
検
査
 

方
法
や
医
療
器
機
が
数
多
く
開
発
さ
れ
 

て
お
り
、
そ
の
診
断
の
精
度
は
世
界
の
 

水
準
を
大
き
く
ぬ
い
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
診
断
に
よ
っ
て
ガ
ン
が
み
 

つ
か
る
と
直
ち
に
治
療
を
う
け
る
わ
け
 

で
す
が
、
そ
れ
に
は
外
科
痔
仕
法
、
放
射
 

線
椿
仕
法
、
制
ガ
ン
剤
を
使
う
化
学
椿
訟
」
」
 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
胃
ガ
ン
や
子
宮
ガ
 

ン
は
お
も
に
手
術
、
皮
膚
ガ
ン
や
舌
ガ
 

ン
に
は
放
射
線
痔
雀
法
、
白
血
病
に
は
制
 

ガ
ン
剤
と
い
う
よ
う
に
ガ
ン
の
種
類
に
 

よ
っ
て
最
も
効
果
的
と
思
わ
れ
る
痔
訟
法
 

が
選
ば
れ
ま
す
が
、
中
に
は
手
術
の
前
 

後
に
放
射
線
や
制
ガ
ン
剤
を
使
っ
て
ガ
 

ン
細
胞
を
弱
め
た
り
、
転
移
を
防
ぐ
た
 

め
に
こ
れ
ら
の
療
法
を
組
み
合
せ
た
り
、
 

制
ガ
ン
剤
も
何
種
類
か
を
併
用
し
て
大
 

き
な
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 

☆
 

和
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
た
か
く
、
 

草
木
が
弥
ま
し
に
生
い
し
げ
る
月
と
い
 

う
意
。
 

1
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
世
 

全
国
緑
化
運
動
 

3
日
（
土
）
 

ひ
な
祭
り
・
耳
の
日
 

6
日
（
火
）
 

慮
載
血
・
皇
后
誕
生
日
 

7
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
ン
タ
m
) 

消
防
記
念
日
 

8
日
（
木
）
国
際
婦
人
デ
ー
 

12 

日
（
月
）
 

奈
良
二
月
堂
お
水
取
り
 

日
曜
全
休
、
土
曜
半
休
制
 

定
（
明
1

) 

15 

日
（
木
）
 

万
国
博
デ
ー
 

所
得
税
等
確
定
申
告
締
切
 

町
県
民
税
申
告
締
切
 

赤
池
中
学
校
卒
業
式
 

17 

日
（
土
）
 

上
野
小
学
校
卒
業
式
 

18 

日
（
日
）
 

20 

日
（
火
）
 

⑧県知事、県議会議員ー般選挙 

4 月8日旧） 

⑧町議会議員一般選挙 

4 月22日旧） 
たばこは町内で買いましよう 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

ノポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚8円でおわlナしますノ 

ー役場衛生係ー 

31 27 25 
日 日 日 

土 火 日 

24 23 22 21 
日 日 日 日 

土金木水 

心
配
ご
と
相
談
日
（
ザ
タ
m
) 

国
民
年
金
相
談
日
（
r

) 

彼
岸
入
り
 

市
場
小
学
校
卒
業
式
予
定
 

動
物
愛
護
デ
ー
 

春
分
の
日
 

N
H
K
放
送
記
念
日
 

世
界
気
象
デ
ー
 

四
保
育
所
卒
園
式
 

彼
岸
明
け
 

電
気
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

官
庁
年
度
末
 



(7） 第194り 昭和54年3月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第194号 

俳 
早
 
春
 
譜
 

三
木
 
春
翁
 

芭
蕉
が
自
分
の
俳
句
に
開
眼
し
た
の
 

は
、
江
戸
へ
出
て
か
ら
（
一
一
十
九
歳
）
十
 

年
余
の
四
十
歳
に
近
い
頃
で
あ
っ
た
。
 

江
戸
に
出
た
芭
蕉
は
、
俳
句
に
志
な
 

が
ら
も
未
熟
の
文
才
を
以
っ
て
市
井
に
 

糊
ロ
を
凌
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
俳
 

句
開
眼
ま
で
の
長
い
年
月
を
芭
蕉
は
俳
 

句
の
道
に
も
生
活
的
に
も
襖
悩
煩
悶
し
、
 

或
は
、
仕
官
し
て
立
身
出
世
の
こ
と
を
 

考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

そ
の
頃
の
俳
句
は
、
貞
徳
流
、
或
は
 

談
林
風
と
い
っ
た
駄
酒
落
の
遊
戯
の
俳
 

句
で
、
芭
蕉
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
俳
句
 

を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
 

●
天
秤
や
京
江
戸
か
け
て
千
代
の
春
 

●
富
士
の
風
や
扇
に
の
せ
て
江
戸
土
産
 

芭
蕉
は
す
で
に
社
甫
や
李
白
に
学
び
 

そ
の
詩
心
を
胸
深
く
包
蔵
し
て
い
た
。
 

だ
か
ら
芭
蕉
の
詩
心
は
右
の
よ
う
な
句
 

で
は
満
足
せ
ず
、
自
分
の
俳
句
を
暗
中
 

模
索
し
て
い
た
。
 

長
い
冬
寵
り
の
よ
う
な
模
索
の
句
道
 

か
ら
、
芭
蕉
は
十
年
余
に
し
て
己
れ
の
 

俳
句
に
開
眼
し
た
。
 

●
枯
れ
枝
に
鳥
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮
 

●
芭
蕉
野
分
し
て
盟
に
雨
を
聞
く
夜
か
 

な
 

こ
れ
ら
の
句
は
、
早
春
に
萌
え
出
づ
 

る
草
花
の
芽
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
 

然
し
、
こ
の
芽
の
よ
う
な
俳
句
は
芭
 

蕉
の
詩
心
と
照
合
し
、
や
が
て
芭
蕉
の
 

自
分
の
俳
句
と
し
て
開
花
し
た
の
で
あ
 

っ
た
。
 

遊
戯
の
俳
句
か
ら
詩
情
高
い
俳
句
へ
 

と
芭
蕉
の
俳
句
が
昇
華
さ
れ
る
に
従
っ
 

て
多
く
の
弟
子
も
集
り
、
芭
蕉
は
宗
匠
 

と
し
て
一
庵
（
芭
在
一
）
を
も
つ
こ
と
 

が
で
き
た
。
そ
の
後
の
芭
蕉
は
、
旅
か
 

ら
旅
へ
行
者
の
よ
う
に
自
分
の
俳
句
に
 

精
進
練
磨
し
て
、
そ
の
完
成
に
捧
げ
た
。
 

冬
寵
り
に
も
似
た
十
年
余
の
後
開
眼
し
 

た
芭
蕉
は
、
そ
の
十
年
余
の
後
に
は
自
 

分
の
俳
句
の
開
花
大
成
と
共
に
、
世
を
 

去
っ
た
。
享
年
五
十
一
。
 

●
人
生
も
花
も
無
情
の
感
な
き
を
得
な
 

い
 

●
塵
も
な
く
窯
場
片
づ
き
過
ぎ
寒
し
 

●
の
け
ぞ
り
し
ま
、
に
こ
と
切
れ
鴨
の
 

執
貝
 

一 

歩

 

●
艦
の
鷲
我
を
黙
殺
し
て
を
り
し
 

●
炭
竃
の
息
の
根
と
め
て
山
下
る
 

し
げ
を
 

●
鵜
の
晴
か
な
く
な
り
し
こ
と
も
春
 

●
雨
垂
れ
の
明
る
き
こ
と
も
春
隣
 

駒
 
女
 

●
日
脚
伸
ぶ
厨
の
窓
の
タ
明
り
 

●
火
事
跡
に
妻
去
り
が
て
の
捜
し
も
の
 

春
 
翁
 

●
寒
紅
で
か
く
せ
ぬ
顔
の
色
と
す
ぐ
 

●
山
脈
の
昏
れ
ゆ
く
色
の
春
め
け
る
 

て
い
子
 

●
寒
椿
一
輪
故
に
誰
が
目
に
も
 

●
四
温
晴
れ
日
の
あ
る
う
ち
に
出
稽
古
 

は
 

は
る
の
女
 

昭和54年3月1日 し、 か
 

あ
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エンゼルクイズ 

【第31回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、現在、相撲の決り手はいくつ？ 

@) 48手（B)70手 ＠)92手 

2 、源頼朝、義経兄弟の父の名は？ 

＠議仲 ⑧為朝（C）義朝 

3 、唱歌「春よこい」に出てくる木の名は？ 

@）梅 ⑧桃 ＠）桜 

4 、名探偵「ェキュル・ポアロ」の作者は？ 

④ヴァン・ダイン ⑧アガサ・クリスティ 

⑥ディクスン・カー 

5 、コンピューターで使う二進法数字は1と 

何？ 

④ 0 ⑧2 ⑥3 

碗募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、3月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り‘下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第30回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ④ 

~ 

●
吹
き
曝
し
と
は
寒
風
の
工
事
か
な
 

●
竹
林
の
風
に
も
春
の
兆
し
か
な
 

園
 
女
 

●
青
竹
の
は
じ
く
も
活
気
ど
ん
ど
焼
く
 

●
追
健
の
矢
鬼
門
の
闇
に
放
た
る
、
 

加
寸
美
 

●
着
ぶ
く
れ
て
来
て
海
の
も
の
商
へ
る
 

●
早
梅
や
空
家
と
な
り
て
よ
り
久
し
 

楼
ン
坊
 

●
葉
牡
丹
に
和
む
心
と
な
り
て
来
し
 

●
山
茶
花
の
売
り
木
札
つ
け
盛
り
か
な
 

机
 

秋
風
子
 

選
 
者
 

●
足
音
の
地
に
吸
は
れ
ゆ
く
寺
の
冬
 

●
空
を
蹴
る
こ
と
の
虚
し
く
鶏
の
賛
 

天
留
翁
 

春
は
お
伽
の
国
か
ら
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

よ
い
子
を
ー
ぱ
い
 
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
 

バ
ス
 

春
だ
と
い
っ
て
も
 
ま
だ
寒
い
 

バ
ス
は
ホ
ー
ム
の
玄
関
に
つ
き
ま
し
た
 

じ
い
ち
ゃ
ん
 
ば
あ
ち
ゃ
ん
 
待
っ
て
 

た
よ
 

そ
ろ
い
の
上
衣
に
 
カ
バ
ン
肩
 

ピ
ョ
ン
 

ピ
ョ
ン
 

下
り
る
元
気
よ
さ
 

み
ん
な
は
 
舞
台
に
せ
い
ぞ
ろ
い
 

じ
い
ち
ゃ
ん
 
ば
あ
ち
ゃ
ん
 
こ
ん
に
 

ち
は
 

桃
の
節
句
の
 
慰
間
で
す
 

よ
い
子
は
 
寒
い
の
ヘ
ッ
チ
ャ
ラ
さ
 

そ
ろ
う
て
歌
う
 
ひ
な
の
歌
 

つ
ば
く
ろ
の
よ
う
 
口
あ
け
て
 

つ
ぶ
ら
な
瞳
 
赤
い
ほ
ほ
 
ほ
ん
と
に
 

可
愛
い
い
よ
い
子
た
ち
 

小
さ
い
体
で
 
ド
ン
と
打
つ
の
は
 
大
 

太
鼓
 

小
さ
な
両
手
さ
し
上
げ
て
 
バ
ラ
バ
ー
フ
 

打
つ
の
が
小
太
鼓
 

ヂ
ャ
ン
 

と
鳴
る
の
は
チ
ャ
ン
ポ
ン
よ
 

タ
ク
ト
に
合
わ
し
て
 
最
高
潮
 

マ
ー
チ
の
演
奏
 
す
ば
ら
し
い
 

広
間
の
空
気
 

い
き
づ
い
て
 

年
寄
り
の
血
 
若
や
ぎ
 
よ
み
が
え
る
 

お
土
産
 
年
寄
り
い
た
だ
い
て
 

聞
き
ほ
る
音
楽
 
目
を
細
め
 

よ
ろ
こ
び
 
笑
み
て
 
涙
す
る
 

チ
ビ
ッ
子
楽
士
は
 
お
上
手
で
す
 

気
ど
ら
ず
 
無
心
の
 
芸
達
者
 

た
の
し
い
一
刻
 
ま
だ
つ
づ
く
 

流
 

氷
 

（
上
野
常
福
）
 

能
谷
 
綾
子
 

春
は
明
け
た
と
い
う
に
 
ま
だ
 

旅
は
 

終
ら
な
い
 

あ
て
も
な
く
 
た
だ
 

あ
て
ど
な
く
 

流
れ
 
流
れ
る
 

日
 

一日 

ほ
ん
の
少
し
 
揺
れ
る
だ
 

け
で
 

涙
も
怒
り
も
笑
い
も
 
あ
っ
と
い
う
間
 

の
時
に
 

の
ま
れ
る
 

読
ま
な
く
な
っ
た
本
 
編
み
か
け
の
 

く
す
ん
だ
セ
ー
タ
ー
 

ひ
び
き
の
な
い
言
葉
 
動
か
な
く
な
っ
 

た
心
 

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
 

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
 

1

3
月
 15 

日

ま

で

ー

 

3 月 

笥
 

h
）
一
 

I 

所
得
税
の
確
定
申
告
期
も
半
ば
を
過
 

ぎ
ま
し
た
が
、
も
う
申
告
は
お
済
み
で
 

し
ょ
う
か
。
昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
 

税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
昭
和
五
十
 

四
年
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
 

間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
は
大
変
 

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
お
 

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
 
所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
 
一年 

間
の
所
得
と
そ
の
税
金
の
額
を
計
算
し
 

て
申
告
し
、
納
税
す
る
手
続
で
す
。
 

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
 

告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
 

し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
、
追
加
の
税
 

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な
 

ど
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
 

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
正
し
い
申
 

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

口
 
所
得
税
の
計
算
を
す
る
と
き
に
は
、
 

い
ろ
い
ろ
な
控
除
を
差
引
く
こ
と
が
で
 

き
ま
す
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

証
明
書
な
ど
が
必
要
な
も
の
 

①
雑
損
控
除
②
医
椿
猫
貝
控
除
③
生
命
 

保
険
料
控
除
④
損
害
保
険
料
控
除
⑤
住
 

宅
取
得
控
除
 

一
般
的
な
も
の
 

①
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除
②
社
 

会
保
険
料
控
除
③
基
礎
控
除
 

日
 
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
 

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五
日
 

で
す
が
、
 

一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
 

は
、
確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に
な
る
 

税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
五
日
 

ま
で
に
納
め
れ
ば
、
残
り
の
税
額
は
五
 

月
三
十
一
日
ま
で
延
納
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

延
納
期
間
中
は
、
年
率
七
・
三
パ
ー
 

セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
 

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
確
定
 

申
告
書
の
一
面
右
下
の
「
延
納
届
出
」
 

欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
法
 

生
き
て
い
く
と
い
う
愛
と
別
離
の
 
サ
 

ン
ド
ウ
イ
ッ
チ
を
手
に
 

明
日
と
い
う
日
に
迎
え
ら
れ
て
は
 
送
 

ら
れ
る
 

返
り
咲
き
の
出
来
な
い
青
春
を
 

出
し
て
は
懐
し
む
 

思 
し、 

希
望
と
い
う
字
に
焦
り
か
蔵
）
じ
乍
ら
 

動
く
 
揺
れ
る
 
流
れ
る
 
押
さ
れ
る
 

太
陽
の
威
圧
に
耐
え
る
毎
日
 

私
は
 

今
 
呼
吸
の
出
来
な
い
ほ
ど
に
 

し
っ
か
り
と
 

い
だ
か
れ
て
み
た
い
 

流
れ
着
い
て
良
か
っ
た
と
い
う
 
大
き
 

な
港
に
 

（
南
町
二
）
安
食
 
正
美
 

●
在
り
馴
れ
て
生
き
る
に
非
ず
老
ひ
初
 

め
し
夜
半
の
目
覚
め
に
聞
く
雨
の
音
 

●
い
つ
し
か
に
名
を
見
る
こ
と
も
な
か
 

り
し
て
新
聞
の
歌
友
消
え
ゆ
く
位
し
 

●
新
し
き
年
と
思
へ
ば
福
智
峰
に
か
、
 

る
雲
さ
え
か
り
そ
め
な
ら
ず
 

●
波
の
如
光
り
透
れ
る
冬
山
の
雑
木
林
 

に
独
り
入
り
ゆ
く
 

●
妻
の
髪
染
め
つ
、
相
や
っ
此
の
手
も
て
 

彼
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
戦
い
し
こ
と
 

》
、
つ
》
】
い
く
 

●
神
篭
石
草
に
沈
め
る
丘
の
辺
に
住
む
 

山
鳩
か
声
太
く
暗
く
 

●
風
荒
き
丘
睦
拠
執
る
神
篭
石
妻
と
歩
 

め
ば
鳴
る
虎
落
笛
 

●
木
蓮
の
こ
ぞ
る
花
芽
に
霜
の
朝
氷
雨
 

の
夜
と
季
近
か
ら
ず
 

なだれ 

●
峠
路
に
停
て
ば
遠
見
ゆ
香
春
岳
斑
雪
 

の
如
く
陽
に
か
が
や
き
て
 

●
白
雲
の
高
く
過
ぎ
ゆ
く
折
々
の
弱
り
 

さ
び
し
き
山
茶
花
の
白
 

と
し
て
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
 

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
制
度
が
あ
り
 

ま
す
。
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
し
た
 

い
人
は
、
申
告
の
際
、
係
員
に
申
出
て
 

下
さ
い
。
 

四
 
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
 

へ
提
出
し
た
人
は
、
住
民
税
や
事
業
税
 

の
申
告
書
は
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
 

書
の
住
民
税
や
事
業
税
の
欄
も
忘
れ
ず
 

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
 
税
務
署
や
市
町
村
の
役
場
で
は
、
 

確
定
申
告
の
期
間
中
、
所
得
や
税
金
の
 

計
算
方
法
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
 

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
、
〇
九
 

四
七
四
④
〇
四
三
〇
（
田
川
税
務
署
）
 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

一
原
稿
投
稿
依
頼
 

文
書
広
報
係
 

S ⑧ ⑧
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【正解者】 

今回の応募総数29通のうち、正解は17通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ン立花久美江（大字市場） 

レ佐藤 リカ（ナ寺：市場） 

レ浴永 梨恵（大字赤池） 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

、そョ包ユろ 

シ
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

ネZ
コ
お
ネ
も
ニ
言
Z
コ 

金 金 金 金 金金 金 金 金金 

封
 
河
村
 
勝
久
（
上
里
一
）
 

封
 
植
村
 
豊
子
（
下
町
二
）
 

封
 
玉
田
 

キ
ミ
（
松
本
一
）
 

封
 
貞
国
フ
ミ
子
（
町
営
伏
原
）
 

封
 
立
花
 
富
市
（
市
場
八
の
五
）
 

封
 
大
久
保
清
一
（
原
）
 

封
 
藤
井
ナ
ツ
子
（
高
尾
一
）
 

封
 
高
林
 

篤
（
市
場
）
 

封
 
木
須
ス
ミ
子
（
高
尾
一
）
 

封
 
十
時
 
シ
ッ
（
薬
王
寺
）
 

金
 
封
 
岡
尾
ユ
ギ
子
（
西
町
）
 

〔
賛
助
会
費
〕
 

〇
藤
井
 
サ
ォ
（
3

ロ
）
三
千
円
 

〇
藤
井
 
卓
二
（
2

ロ
）
二
千
円
 

〇
松
岡
 
昌
文
（
5

ロ
）
五
千
円
 

〇
吉
田
 

英
樹
（
2

ロ
）
二
千
円
 

（
敬
称
略
）
 

麟 
稿
需
 

督い 多 

卸
胤
 か
 

（鳶秤 
雇
佐
 

・mm
費
 

嘆‘ 

〔3月の休館日〕 

5 日、12日、19日 

22日、26日 

〔演 芸 日〕 

1 日、4日、8日 

11日、15日、18日 

25日 

I

〔福祉バス運行日〕 
I 4 日、11日、18日 

: 25日 

13H(*) F 11時 



け
 

第194号 い け 昭和54年3月1日 （8) か
 

あ
 

報
 

広
 

せ
 

、ら 知
 

お
 

忘れないで心にとめて 
おきましょうc 

定
時
制
高
校
（
夜
間
）
 

生
徒
の
募
集
 

働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
い
人
、
何
か
 

の
理
由
で
全
日
制
高
校
に
行
け
な
か
っ
 

た
人
、
又
、
中
途
退
学
し
た
人
な
ど
が
 

学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
在
校
生
の
中
 

に
は
、
中
学
生
の
子
供
を
も
つ
父
親
や
 

家
庭
の
主
婦
の
人
も
い
ま
す
。
 

【
定
時
制
と
は
】
 

卒
業
資
格
は
全
日
制
卒
と
変
わ
り
あ
 

り
ま
せ
ん
。
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す
。
 

▽
入
学
試
験
日
 

鞍
手
高
校
（
普
通
科
）
・
筑
豊
高
校
（
 

商
業
科
）
・
田
川
東
高
校
（
普
通
科
）
 

4
月
1
日
（
日
）
 

西
田
川
高
校
 
3
月
 30 

日
（
金
）
 

▽
受
験
場
所
 
各
学
校
に
て
行
い
ま
す
。
 

▽
提
出
書
類
・
学
校
へ
問
合
せ
下
さ
い
。
 

▽
出
願
期
間
 
三
月
下
旬
ま
で
 

▽
授
業
時
間
 

午
後
5
時
 20 

分
か
ら
8
時
 30 

分
ま
で
 

（
月
曜
日
ー
土
曜
日
）
 

▽
修
業
年
限
 
4
年
間
 

▽
授
業
料
 
九
百
円
（
こ
の
ほ
か
修
学
 

旅
行
積
立
金
・
生
徒
会
費
等
）
 

▽
教
科
書
 
無
償
交
付
 

▽
修
学
奨
励
金
 
希
望
者
に
月
六
千
円
 

貸
与
（
条
件
あ
り
）
 

▽
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
鞍
手
高
校
 

〇
九
四
九
ニ
ー
）
ー
〇
三
六
九
 

福
岡
県
立
筑
豊
高
校
 

〇
九
四
九
ニ
ー
 
ー
〇
〇
〇
一
 

福
岡
県
立
田
川
東
高
校
 

〇
九
四
七
四
・
ー
）
ー
三
〇
一
五
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
校
 

〇
九
四
七
四
ー
④
ー
っ
六
六
四
 

赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
 

に
登
録
加
入
を
 

昨
年
、
赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
で
は
 

十
五
チ
ー
ム
が
加
入
し
熱
戦
を
繰
り
広
 

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
に
お
 

い
て
も
新
規
加
入
チ
ー
ム
が
予
想
さ
れ
 

昨
年
度
以
上
の
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
 

れ
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
登
録
及
び
再
 

登
録
を
事
務
局
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
 

す
の
で
加
入
も
れ
の
な
い
よ
う
申
し
込
 

み
下
さ
い
。
 

▽
受
付
期
日
 

3
月
 31 

日
（
土
）
ま
で
 

▽
野
球
連
盟
事
務
局
（
役
場
建
設
課
）
 

事
務
局
長
 
山
尾
繁
樹
 

固
赤
池
二
〇
〇
四
番
（
⑩
 35 

番） 

職
業
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
五
十
四
年
度
の
入
校
生
を
次
の
と
お
 

り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
 

機
械
科
、
溶
接
科
、
構
造
物
鉄
工
科
、
 

鋳
造
科
、
金
属
プ
レ
ス
科
 

▽
応
募
資
格
 

義
務
教
育
修
了
程
度
の
学
力
タ
着
】
す
 

る
健
康
な
男
女
 

▽
応
募
期
間
 

3
月
 15 

日
（
木
）
ま
で
 

▽
経
費
そ
の
他
 

授
業
料
は
無
料
。
な
お
、
公
共
職
業
 

安
定
所
の
指
示
を
受
け
た
入
校
者
に
 

は
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
又
は
訓
練
 

手
当
等
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。
 

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
直
 

方
専
修
職
業
訓
練
校
 

固
〇
九
四
九
ニ
ー
）
ー
一
七
二
一
 

移
動
県
政
・
交
通
事
故
相
談
 

福
岡
県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
 

政
相
談
・
交
通
事
故
相
談
を
開
設
し
ま
 

す
。
福
祉
、
年
金
、
道
路
、
保
健
な
ど
 

県
政
一
般
に
対
す
る
意
見
、
要
望
、
苦
 

情
や
交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
 

す。 ▽
と
き
・
時
間
 

3
月
 13 

日
（
火
）
午
後
1
時
1
4
時
 

▽
と
こ
ろ
 

添
田
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
詳
細
は
 

福
岡
県
総
務
部
広
報
室
 

固
〇
九
ニ
ー
七
七
一
4
六
〇
五
〇
 

能
力
再
開
発
訓
練
生
募
集
 

県
立
飯
塚
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
昭
 

、
 

! 

町
職
員
同
和
問
題
研
修
会
開
か
る
ノ
 

赤
池
町
職
員
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
 

研
修
会
が
、
二
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
 

か
ら
四
時
ま
で
町
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
 

研
修
会
に
は
本
町
役
場
、
保
育
所
職
 

員
等
百
六
十
七
人
が
出
席
し
、
映
画
「
 

差
別
人
権
の
歴
史
」
が
約
四
十
分
間
上
 

映
さ
れ
た
あ
と
、
福
岡
市
千
代
隣
保
館
 

長
、
井
元
麟
之
氏
の
講
演
（
テ
ー
マ
・
 

国
民
的
課
題
と
同
和
問
題
の
本
質
）
が
 

約
二
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
 

同
和
対
策
特
別
措
置
法
施
行
十
年
を
 

経
過
し
た
今
日
、
依
然
、
劣
悪
な
部
落
 

和
五
十
四
年
度
の
入
校
生
を
次
の
と
お
 

り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
 

自
動
車
整
備
科
、
電
気
工
事
科
、
板
 

金
科
、
塗
装
科
 

▽
応
募
資
格
 

求
職
者
、
転
職
希
望
者
等
で
義
務
教
 

育
修
了
程
度
以
上
の
学
力
タ
着
“
す
る
 

者
で
そ
の
職
種
に
適
し
た
人
 

▽
募
集
期
間
 

3
月
 15 

日
（
木
）
ま
で
 

▽
必
要
経
費
 

自
動
車
整
備
科
 
三
千
九
百
円
 

電
気
工
事
科
 
五
千
円
 

板
金
科
・
塗
装
科
 
三
千
円
 

▽
申
込
先
・
間
い
合
わ
せ
 

最
寄
り
の
公
共
職
茎
女
定
所
又
は
飯
 

塚
専
修
職
業
訓
練
校
 

固
〇
九
四
八
ニ
・
ー
）
ー
三
三
六
〇
 

差
別
は
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
同
和
問
題
 

の
速
や
か
な
解
決
は
「
国
民
の
責
務
」
 

と
同
時
に
「
行
政
の
責
任
」
で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
和
研
修
を
深
め
 

人
々
の
意
識
の
変
革
を
は
か
る
こ
と
が
 

急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
先
ず
、
 

行
政
職
員
自
ら
同
和
研
修
を
推
進
し
、
 

広
く
町
民
に
対
す
る
同
和
問
題
解
決
の
 

指
導
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
研
修
会
を
通
じ
て
認
識
を
あ
ら
 

た
に
、
こ
れ
か
ら
も
研
修
を
続
け
て
行
 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

（
講
演
中
の
井
元
氏
・
同
和
中
央
研
修
所
で
）
 


